
 

 

 

大森沢第 2 号堰堤砂防メンテナンス工事 

【令和 7 年度３月完成】 

釜谷舗装補修工事【令和６年５月完成】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和７年４月 
宮城県東部土木事務所 

赤井南三交差点改良【令和７年３月完成】 

崎山の２急傾斜地工事【令和６年５月完成】 

出島大橋【令和６年１２月開通】 



 

 

宮城県東部土木事務所の概要
１．管内の概要 

東部土木事務所は、石巻市、東松島市、牡鹿郡 
女川町の 2 市 1 町で構成される広域石巻圏を所管し
ており、面積及び人口は下表のとおりで、それぞれ県
全体の約 1 割を占めています。 

石巻圏域は、東部及び南部では太平洋に面してお
り、東部は丘陵リアス式海岸が形成された三陸復興国
立公園、南部地域は仙台塩釜港石巻港区、南西部は特
別名勝松島に接しています。圏域中央を北上川･旧北
上川が流れ、その流域に広大な耕地が開け、西部には
南北に低い丘陵が連なっています。 

基幹産業は、世界屈指の漁場である金華山・三陸沖
を控え、古くから漁業・水産加工業が発達しているほ
か、工業分野では石巻港区を核とする製紙、木材関連
業などが盛んです。 

当事務所では、石巻圏域の産業・生活基盤を支える
道路交通網の整備や、河川・海岸・砂防事業など、安
全・安心な圏域づくりに向けた基盤整備に取り組んで
います。             
２．事務所の沿革と体制 

当事務所の前身である「石巻土木事務所」は、昭和８年の土木部発足とともに石巻市門脇
に設置され、昭和３１年には石巻市東中里に移転し、長く石巻圏域の土木行政を担ってきま
した。平成２０年度には、地方機関の広域化により、隣接する「登米土木事務所」とあわせ
「東部土木事務所」を設置し、登米圏域に「登米地域事務所」を置き、それぞれ業務を再編
しました。その後、平成３０年３月には石巻合同庁舎の移転にあわせ、合同庁舎内に事務所
を設置し、現在に至ります。 

事務所の体制は、東日本大震災の発生前は１０班体制で運営していましたが、震災の災害
復旧等に対応するため順次体制を拡大し、平成３０年度は最大で１７班体制となりました。
その後、復興事業の完了とともに体制を縮小していき、令和７年度の事務所組織は、12 班
体制（全職員数 8６人（事務職員 1９人、技術職員 4５人、再任用職員５人、会計年度任用
職員 17 人）となっております。 

〇当事務所管内の現況 
 
 
 
 
 
 
 
 

 面積 (㎢) 世帯数(戸) 人口(人) 

石 巻 市 554.55 62,455 132,239 

東松島市 101.30 16,737 37,829 

女 川 町 65.35 3,059 5,813 

合 計 721.20 82,251 175,881 

宮城県 位置図 

 

※令和 7 年１月末現在 
住民基本台帳人口及び世帯数(月報）︓市町村別統計表︓
https://www.pref.miyagi.jp/documents/27490/20250131_
jyuuki2.pdf 

R6.3.31

1路線 69,724.5m 14路線 157,027.3m 23路線 194,409.7m 38路線 421,161.5m

33河川 122,700m 11河川 40,634m 44河川 163,334m

24箇所 22,530m 5箇所 883m 29箇所 23,413m
【砂防・急傾斜】
砂防指定地
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３．令和７年度 事務所の目標・取組方針 
３−１．事務所の目標 

石巻圏域の更なる発展を目指し、次世代に「安心･安全」と「活力」を引き継ぎ「持続可
能」な地域社会の形成に向けた社会資本整備を推進します。 

【取組方針】 
・強靱で安全・安心な県土づくりの推進 
・石巻圏域の活力を支える戦略的インフラマネジメントの推進 
・持続可能な地域づくりの推進 
・市町とのパートナーシップの強化、社会資本整備を牽引する技術者の育成 
 
３−２．主要事業と取組 
３−２−１．強靱で安全・安心な県土づくりの推進 

近年の頻発化、激甚化する豪雨災害に対応した持続可能な地域社会とするため、総合的な
治水対策、土砂災害対策、災害に強い道路網の構築及び橋梁の耐震化対策等を進め、強靱で
安全・安心な県土づくりを推進します。 

（１）総合的な治水対策の推進 
激甚化する豪雨災害から地域住民を守るため、河川改修による治水機能の強化と堆積

土砂撤去や支障木伐採等の適切な維持管理により、総合的な治水対策を推進します。 
（２）土砂災害対策施設整備事業の推進 

土砂災害（がけ崩れ、土石流、地すべり）防止対策として、過年度被災箇所、防災拠点
及び要配慮者利用施設が含まれる箇所等において、施設整備等のハード対策を推進しま
す。 

（３）土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等の指定 
土砂災害防止法※に基づき、土砂災害に関するソフト対策を推進します。なお、令和 6

年 5 月に公表した「新たな土砂災害基礎調査箇所」について、概ね１０年間で調査・区域
指定を目指します。 ※土砂災害警戒区域における土砂災害防止対策の推進に関する法律 

○主な事業箇所図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皿貝川（馬鞍川）河川改修緒事業（写真①） 

大沢川河川事業（写真②） 

人石沢砂防事業（写真③） 

八幡沢砂防堰堤整備（写真④） 

小滝急傾斜地事業（写真⑤） 

上野蒜２砂防事業 

上野蒜１砂防事業 

大森川河川事業 
門前砂防事業 

浦宿浜沢砂防事業 

荻浜沢砂防事業 

真野川河川事業 



 

 

○主な事業箇所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）災害に強い道路網の構築 

大規模災害時等の孤立解消や確実な交通ルートの確保に向けて、災害に強い道路網 
の構築を推進します。 

○主な事業箇所図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○主な事業箇所 
 
 
 
 
 

【④八幡沢砂防事業】        【⑤小滝急傾斜地事業】           【基礎調査説明会】 

【①（主）女川牡鹿線・大谷川浜小積浜】 【②（主）石巻鮎川線・風越Ⅲ】  【③（国）３９８号・出島架橋関連】】  

【①皿貝川（馬鞍川）河川改修事業】   【②大沢川河川改修事業】          ③人石沢砂防事業】 

（国 398 号）石巻バイパスⅢ期（沢田工区）直轄権限代行 

（主）女川牡鹿線 大谷川浜小積浜道路改築事業（写真①） 

（主）石巻鮎川線 風越Ⅲ道路改築事業（写真②） 

（一）大塩小野停車場線 大塩道路改築事業 

（国 398 号）出島架橋関連（写真③） 

（主）石巻鮎川線 万石橋耐震化事業 



 

 

３−２−２．石巻圏域の活力を支える戦略的インフラマネジメントの推進 
（５）地域間連携を強化する社会資本整備の推進 

三陸沿岸道路の整備効果を最大限に発現するとともに、交流人口の拡大、物流の効率化
及び産業活動を支援するため、広域道路網や地域間連携等を担う道路の整備や都市公園
等の整備を推進します。 

○主な事業 

 
（６）公共土木施設・建築物の長寿命化対策の推進 

急速に進む道路、河川、砂防等の社会資本の老朽化に対応するため、計画的・戦略的な
維持管理を着実に推進します。 

○主な事業箇所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３−２−３．持続可能な地域づくりの推進 
（７）地域住民の生活に密着した公共事業の実施 

狭隘区間や線形不良箇所等が存在する道路において、地域のニーズや課題に対応するた
め、住民生活に密着した公共事業を実施します。 
○主な事業箇所 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

  【（主）河北桃生線・飯野】         【（主）河南南郷線・軽井沢】         【矢本海浜緑地公園】 

【盆ノ沢橋梁長寿命化】      【（一）石巻港インター線・舗装補修】         【芦早堰堤砂防メンテナンス】     

【（主）河北桃生線・横川】      【（主）北上津山線・大沢橋架替】   【（一）鳴瀬南郷線・西福田】 

【一】釜谷大須雄勝線・地域協働】   【（国）３９８号・浦宿（歩道）】 



 

 

３−２−４．市町とのﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟの強化、社会資本整備を牽引する技術者の育成 
（８）市町との連携強化及び技術力の向上 

市町技術職員の不足等の課題に対応するため、市町との情報交換や相談体制を確保する
とともに、管内職員研修、サテライト研修や現場見学会を開催し、県職員、市町職員の技術
力向上に取り組みます。 
○令和６年度の取組 

・土木部職員研修：R6.9 出島架橋現場見学会 
（県内技術職員（県市町村等）153 名参加） 

・管 内 職 員 研 修：R6. 7 馬鞍川河川改修外工事現場見学会 
         （管内県市町技術職員 21 名参加）  
         R7. 2 大谷川浜小積浜道路改良トンネル現場見学会 
        （管内県市町技術職員 40 名参加）  

 ・サテライト研修：R6.10 サテライト研修（失敗事例に学ぶ設計の留意点） 
        （管内県市町等技術職員 27 名参加） 

 ・所内技術検討委員会：水沼川設計所内技術検討委員会等（開催回数６回）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（９）建設業の振興、担い手確保に向けた取り組み 
 今後の建設業の担い手確保の取組として、公共事業の目的や地域の守り手として活躍
されている建設業の方々の仕事の内容等を学生に周知するため、業界団体と連携した現
場見学会を開催します。また、管内建設業の技術水準向上のための研修会を実施します。 

 ○令和６年度の取組 
・R6.７ 橋の耐震工事体験学習会（万石橋）  参加者：地元小学生、保護者 20 名 
・R6.９ 出島架橋現場見学会（お絵かきｲﾍﾞﾝﾄ） 参加者：地元小中学生   297 名 
・R6.12 石巻地区労働災害防止連絡協議会安全管理研修会 
                      参加者：管内建設業関係者 220 名    
・R7.１ 大谷川浜小積浜トンネル現場見学会   参加者：石巻工業高校生  32 名 
 
 
 
 
 
 

 

【土木部職員研修】                【管内職員研修】            【サテライト研修】 
  出島架橋現場見学会          馬鞍川河川改修現場見学会       失敗事例に学ぶ設計の留意点  

【橋の耐震工事体験学習会】      【石巻地区安全管理研修会】     【大谷川浜小積浜ﾄﾝﾈﾙ現場見学会】 


